グローバル・スタディーズ研究科

学会発表・フィールドワーク等　旅費補助

申請書
２０　　年　月　日

・計画を中止する場合は、すみやかに事務室に連絡すること。

・計画に変更が生じる場合は、変更後の出発の２週間前までに、再度申請書を提出すること。
（指導教員の自署・押印（サイン）が必要）

・帰着後、１ヶ月以内に、報告書を提出すること（指導教員の自署・押印（サイン）が必要）。

・用紙が不足する場合は、別紙に記載し、提出すること。
	１．申請者（学生ID（８桁 or １０桁））　　　　　　　　　（氏名）

	２．研究課題：

	３．目　的：

（記入例：○○学会での発表、△△でのフィールドワーク）

	４．活動内容　（該当の項目をひとつ、○で囲む）

A. 海外　学会発表
B. 海外　フィールドワーク

C. 海外　インターンシップ

D. 国内　学会発表

E. 国内　フィールドワーク

F. 国内　インターンシップ

	５．活動日程
※全日程について記載。記入欄が足りない場合は別紙を使用すること
	６．活動内容

	月　日（　）
	

	月　日（　）
	

	月　日（　）
	

	月　日（　）
	

	月　日（　）
	

	月　日（　）
	

	月　日（　）
	


	月　日（　）
	

	６．行き先

（地名）　　　　　　　　　　　　（場所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（学会、フィールドワーク等のコンタクトパーソンの氏名・連絡先メールアドレス）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

海外旅行傷害保険について
※行き先が母国の場合は、以下の条件に当てはまり、本人が望む場合に限り、海外旅行傷害保険証券の提出を
免除される。その場合、以下にサインをすること。

【条件】活動先で、緊急時の手助けが見込める。また、活動中に起こった事態には、自らで責任
を負うことができる。　　　　　　　　　　　　　自著　　　　　　　　　　　　　　　

	７．出発・帰着　　　　自　　　　月　日（　）　時　分～　時　分　
　　　　　　　　　　　至　　　　月　日（　）　時　分～　時　分

	８．旅費（概算）　　　　　　円（飛行機、新幹線、長距離バス、他（　　　　））

※飛行機利用時は、申請時または航空券購入後すぐに購入した航空券の情報（Eチケット控）を提出すること

	９．指導教員　署名・印（サイン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


	１０．活動の目的・内容と研究課題との関連


	１1．期待される研究成果（発表の形態と時期）


	研究科長
	教務主任
	事務長
	係長

	
	
	
	


　グローバル・スタディーズ研究科
